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論文審査の結果の要旨 

 

１ 研究目的の評価 

  本研究は、冠動脈疾患の進展に関わる血管内皮機能障害の予測因子と

しての血漿ペントラキシン３(PTX3)の有用性を、高感度 CRP(hsCRP)との

比較において明らかににしようとしたもので目的は十分に妥当である。 

 

２ 研究手法に関する評価 

  臨床的に安定した冠動脈疾患患者 36 例に対し、血管内皮機能として

血流依存性血管拡張反応(FMD)を 2 回測定し、PTX3、hsCRP、血糖脂質マ

ーカーおよび腎機能との関連性を多変量解析などにより統計学的に検

討したもので、研究手法も妥当である。 

 

３ 解析・考察の評価 

  上記手法で解析した結果、PTX3 は、hsCRP に比し FMD との強い負の相

関を認め、FMD 悪化群において有意に PTX3 が上昇することが認められ

た。さらに多変量解析では PTX3 が FMD の独立した予測因子であること

が示唆された。これらの結果より PTX3 は、hsCRP より血管内皮機能をよ

り鋭敏に予測し得る可能性を明らかにし、今後の冠動脈硬化予測因子の

臨床研究への進展が大いに期待される。 

 

 

以上のように本論文は、循環器病学研究に貢献するところが大であり、審

査委員は全員一致で博士（医学）の学位に値するものと判断した。 

  

  
 


